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古代以来、大陸との主要な窓口であった福岡市には、数々の

貴重な遺跡が残されています。とりわけ、大博通りを中心とし

た旧博多部には貿易拠点として平安時代から戦国時代にかけて

栄えた中世都市博多が地下に眠っていますO

近年、この地域は都市整備が進み、再開発事業に伴って博多

遺跡群ではすでに78次に及ぶ発掘調査が実施されています。

本書は大博通りの祇園町交差点に面した第66次調査の発掘調

査報告書ですO

第66次調査では、平安時代から江戸時代までの遺構・遺物を

発見することができました。特に鎌倉～室町時代を中心とする

遺物は中世博多の生活を物語る資料として貴重なものです。

発掘調査から資料整理の期間中にご協力をいただいた飛栄産

業株式会社を始めとして、多くの方々に対し、心から謝意を表

するものですO

又、本書が市民の皆様の文化財に対する理解を深めていく上

で広く活用されることを願っております。

平成5年1月

福岡市教育委員会

教育長　井　口　雄哉
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言

1・本書は福岡市博多区御供所町129llの他に於ける商業ビルの建設に伴い、福岡市教育委員

会が平成2年（1990）7月2日から平成2年（1990）9月29日の期間中に発掘調査を実施

した博多（はかた）遺跡群の第66次調査の報告である。

2．本書に掲載した遺構の実測は井滞洋一、吉田扶希子、多田映子、西口キミ子、西嶋彰子、

福田小菊が行った。

3．遺物の実測は吉田、牛房綾子、中西香、田中昭子、多田、福田が行った。

4．遺構・遺物の製図は井澤、牛房、中西、松枝礼子が担当した。

5・遺構・遺物の写真撮影は井澤が行った。

6．本書に掲載する遺構一覧表、及び鉄製品・青銅製品一覧表は吉田が作成した。又、出土し

た貨銭の分類・一覧表は荻野敦子、が分担した。

7．本書作成にあたって西嶋彰子、箱田香代子の協力を得た。

8．遺構番号は発掘調査時点に於いて検出した順に番号をふり、本書では遺構の略号を番号の

頭に付けた。遺構の略号として用いたのはSE（井戸）、SX（その他の遺構）、SK（土壌）、

SD（溝）、SP（小穴）である。

9．本書の遺物は遺構の種類毎に通し番号で示し、挿図．図版とも一致する。

10．本書では紙面の関係から遺物の説明を記述することができなかったため、各遺物の実測図

番号の下に、以下の凡例に基づいて遺物の分類による記号を与えた。

土　師　器　　○　　　　須　恵　器　　　〃　　　　　　中国青磁★
土師器糸切り　◎　　　　須恵質土器　　　□　　　　　　中国白磁☆

土師器へラ切り◎　　　　須恵器赤焼け土器図　　　　　　中国陶器△

土師質土器　　①　　　　瓦　　　器　　　◆　　　　　　天　　日▲

瓦質土器　　　◇　　　　　　国産陶器※

11・遺構配置図の平面図、及び遺構の平面図に用いた方位は磁北である。

12・本書に掲載した岩石の鑑定・分析はパリノ・サーベイ株式会社に依頼した。

13・本書にかかわる図面・写真．遺物などの一切の資料は、福岡市埋蔵文化財センターに収

蔵・保管される予定である。

14．本書の編集は吉田、牛房、中西の助言を得て井澤が行った。

遺跡調査番号 9022 遺跡略号 H K T －66

地　　　　 番 福岡市博多区御供所町129－1他 分布地図番号 天神4．9

開　発　 面　 積 424nf 調査対象面積 424㎡ 調査面積 324㎡

調　 査　 期　 間－ 1990年 （平成 2年－） 7 万 2 日～1990年 （平成 2 年） 9 即 9日
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第1章　はじめに

1．発掘調査に至る経過

博多区御供所町の祇園町交差点に画した東側の一角に飛栄産業株式会社による商業ビルが計

画され、昭和62年9月11日に福岡市教育委員会埋蔵文化財課に対して、事前審査願いが申請さ

れた。計画面積は196．58㎡である。同地域は博多遺跡群として周知されている地域であり、南

側の第28次調査では前方後円墳なども発見しており、周辺の調査成果からも遺構の存在が予想

されたため、埋蔵文化財課では同年9月28日に試掘調査を実施した。この結果、鎌倉時代から

江戸時代までの遺構・遺物の存在を確認した。平成2年3月9日に飛栄産業株式会社より、事

業面積が424．69㎡に変更されたことによる事前審査願いが再度提出されたため書類審査及び協

議を行い、現状保存が困難な商業ビル建設範囲についてのみ記録保存のための発掘調査を行う

こととなった。調査は工期の関係と調査の安全確保のためH鋼打ち込み工事、及び表土の鋤取

り工事等の条件整備を行った後、実施することとなった。

発掘調査は平成2年（1990）7月2日に開始し、平成2年（1990）9月29日に終了した。尚、

表土、及び調査中の残土の搬出作業は飛栄産業株式会社のご協力をいただいた。

2．発掘調査の組織

調査委託

調査主体

調査総括

調査・整理

庶務

試掘調査

調査・整理補助

調査作業

整理作業

飛栄産業株式会社

福岡市教育委員会文化財部（前文化部）埋蔵文化財課

課長　柳田純孝（前任）

第2係長　柳沢一男（前任）

主任文化財主事　井滞洋一

松延好文（前任）、吉田麻由美

下村智、大庭康時

吉田扶希子、牛房綾子、中西香、田中昭子

井上八郎、内田修二、内野弘行、大橋善平、大屋哲二、熊本交仲、橘良平、

塚副義一郎、西嶋武司、別府俊美、山口孝、山田良成、吉川春美、横尾泰広、

石川洋子、石橋テル子、荻野敦子／、小山田緑、川崎道子、倉光京子、坂本ハ

ツ子、高野タエ、武田潤子、多田映子、橘知子、谷吉美、永井鈴子、西口キ

ミ子、西嶋彰子、箱田香代子、福田小菊、堀タヶ子、安田光代、脇山喜代子、

荻野敦子、多田映子、西嶋彰子、箱田香代子、福田小菊、松枝礼子

－1－



Fig．1博多遺跡群調査位置図（縮尺1／9・000）
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第2章　調査の記録

1．試掘調査の概要

昭和62年9月28日に実施した。周辺では第28・31・37調査が行われているが、当該地はこれ

らの北側に位置している。従来の発掘調査によれば古墳時代から戦国時代までの遺構．遺物を

検出している。

試掘調査は敷地の中央部分に南北方向のトレンチを設けた。このトレンチの長さは8・5m、

幅1・2m、深さ3mを測る。トレンチ東側の土層観察では①表土、②瓦礫を含む撹乱層、③

灰色砂質土、④黄褐色土、⑤灰黒色砂質土（包含層）、⑥黄色砂質土（地山）の層序となっ

ている。①～（②層までは盛土と考えられており、⑤層の灰黒色砂質土は数枚の文化層に分かれ

ることを示唆している。トレンチの両端では黄色砂層を切り込んだ溝状の落ち込みがあり、覆

土は灰黒色粘質土であった。又、北側でも土壌を検出している。試掘調査で出土した遺物は彩

多しい量である。

2・調査経過

（1）調査概要
発掘調査は平成2（1990）年7月2日から平成2年9月29日の期間に実施した。調査に先立っ

Fig・2　博多遺跡第66次調査位置図（縮尺1／2．000）
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て外周のフェンス工事、山留工事、表土の鋤取り工事が行われている。この鋤取り工事は試掘

調査のデータに合わせて1．2mの深さまで、盛土層及び撹乱層を除去しており、この面の標高

は約3・5mをはかる。これを便宜的に第1面とした。第2面は近世遺構や整地層と考えられる

包含層を撤去した面を対象とした。遺構が複雑に切り合っていたため便宜的に地下げを行い、

遺構検出が容易に行えるようにした面である。第3面は中世遺構を完掘・撤去した後に発見し

た遺構であるが、これも第2面と同一面から形成されている。

今回の調査範囲は建物部分に限定されたために未調査部分を残した。

（2）土層

調査地点は砂丘上に立地しており、現在の地表面の標高は約4．7mを測る。地山は浜砂の砂

堆層もしくは風成層である。遺構の切り合いが著しいことなどから、地山面は標高約3．4mの

高さで部分的に検出できる。調査区東側の土層面は現地表面から約3．5m、標高約2．5mの深さ

までの堆積状況や遺構の切り合い関係が観察できる。層序は上から順に①黄茶色砂質、②暗

灰色砂質土、③黒灰褐色砂質土、④③よりも暗い砂質土、⑤明茶色微砂質土、⑦黒灰色砂

質土である。これらの層は水平堆積しており、整地層と考えられる。①層はバラスが入ってお

り、現代の表土、②～④層は江戸時代遺構の客土層であろう。⑤層の上面からは江戸時代の遺

構が切り込まれており、⑤層又は⑥層は18世紀の生活面と見倣することができる。⑥層の下面

も柱穴状、溝状の遺構が掘り込まれており、この面も江戸時代の生活面と考えられる。中世以

前の遺構は⑦～⑪層の下位に存在する。いずれも江戸時代の遺構に削平を受けているOレベル

でいえば、標高3・7m（－1・5m）前後に、中世遺構は検出できるが、調査区の西側に行くにし

たがって近世遺構が多く、又深く掘り込まれており、実際の調査では標高2・4m（－2．6m）を

第2両とせざるを得なかった。又、第1面は機械ノ的に鋤取りを行っており、標高3．4mを遺構

面とした。

調査区束壁土層名称
1．黄茶色砂質土
2・暗灰色砂質土
3．黒灰褐色砂質土
4．3より暗い
5．明茶色微砂質土
6．黄色微砂質土
7・明貴茶色砂質土
8．炭化物層
9．時灰褐色粘質土
10．黒灰色砂質土
11．黒色粘質土
12．黒灰色粘質土
13・暗茶色砂質土
14・暗茶灰色砂質土
15・灰褐色砂質土
16．10より黄色をおびる

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

暗灰色粘質土
暗茶褐色砂質土
暗灰白色粘質土
暗黒褐色粘質土

34．33に黒色微砂混入
35・暗灰黒色砂質土
36．13に黒色粘質土混入
37．黄灰色砂質土
38．黄灰黒色砂質土

LC4．691m

L＝3・691m

L＝ニ2．691m

20よりも赤味をおびる　39．黄茶色砂層

富農霊宝霊芸圭　　票：琵芸昆言霊富、炭化物を含む
暗茶灰褐色砂質土
暗育灰色粘質土
暗灰茶色粘質土
26より黄色をおびる
明白色粗砂層
明黄色砂質土に黒灰色砂質土混入
暗茶灰色粘質土
12に暗茶色微砂混入
明茶色微砂層
暗茶色微砂層

0

ト一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一一一

Fig．3　調査区東壁面土層図（縮尺1／80）

2m
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Fig．4　第1・2両遺構配置図（縮尺1／200）
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4・第1－3面の調査概要（Fig・4）

（1）第1両の調査（Fig．4）
標高約3．5mを測る。第1面は鋤取り工事で機械的に1．2mまで地下げされた面である。地山

の砂層は検出できない。主に近世遺構が密集して重複しており、一部に中世遺構SEOlの掘り

方を検出した。遺構面の西側にはシートパイルが集中して打ち込まれている。

遺構は土壙、室状土壌、井戸、溝、柱穴などであるが、土壌は規模が大きく、廃棄坑として

利用されたものである。特に西側では、中世の溝を大きな撹乱土壌が破壊している。井戸は素

掘りが多く、SXl104からは鯨骨と思われる骨が、又、SXl127からは鮫の脊椎骨が出土した。

これらの近世遺構の時期は17～19世紀の年代幅をもっている。

（2）第2両の調査（Fig．4）

遺構面の標高は約3．5～3．8mを測る。第2面の遺構面は暗黄褐色砂質土、又は暗灰色砂質土

である。近世遺構及び整地層を完全に除去した面を第2両とした。遺構の西側及び南側は、近

世遺構によって中世遺構は削平を受けている。遺構は北東側が遺存状態が良く、ここでは更に

遺構面を2面に分離することができた。この間を整地層と考え、第2面下包含層として遺物の

取上げを行った。検出した遺構は井戸が多く、他には土壌、溝、柱穴等がある。井戸は全て素

掘りである。土壌は形状、深さ共に規格性がない。掘立柱建物は検出できなかった。遺構の時

期は出土遺物により11世紀後半～13世紀までが考えられる。第2面包含層の土師器は13世紀後

半時期を示している。

（3）第3面の調査（Fig．4）
第3面は中世遺構を全て撤去した後、地山の砂層上面で検出した。標高は2．26mを測るが、

中世遺構に削平を受けており、元来の遺構面は中世遺構と大差ないように思える。遺構は井戸

の他、柱穴を検出したが、遺存状態は悪く、特に井戸は溝SD2001に切られ、基鹿部分のみが

遺存する状態であったO時期は井戸SEO8出土遺物より、8世紀中頃を考えたい。

5．遺構・遺物各説

（1）検出遺構
中世の遺構は井戸18、土壌11、溝1、Pit多数である。

井戸（SE）は近世遺構及び切り合い関係により遺存状態は悪い。いずれも素掘りの井戸で、

井筒には木桶を用いている。木桶を確認した井戸はSEOl・02・05．06・07・09．11に及ぶが、

いずれも1～2段であった。井戸鹿部には曲物等を据えた痕跡はない。井戸掘り方の平面形は

不整円形又は不整楕円形を呈し、長径は423～220cmを測る。深さは256－128cmを測り、基鹿部

の標高は1．4－0mである。井筒の直径は85～54cmを測り、SEOlは最大の現存高は3．8mを測るO
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」＝3・561m

SEOl　土層名称
L＝1・659ml・黒色土、黄白色土の互層

2．黒色粘土

SEO1

（SX2157）

二一一1一 L需2．459m

S EO6　土層名称
1．黒色凄占質土、炭化物
2．時貴灰、色砂層、黒色土を含む
3．黄白色砂層やや汚れる

1m

SEO5　土層名称
1．時黄灰色砂質土
2．灰色土と黄灰色砂の互層、粗砂含む
3．黒色粘質土屋農厘多士を含む

木炭、緑灰色土ブロック
4．黒色粘土に緑灰色砂少し含む
5．黒色粘質土に灰色土粘土ブロック
6．黒色粘質土に砂層の薄い層
7・黒色粘質土

2　　　　　　　　－　　　　　　　　f

Fig．5　井戸SEOl・02・05・06実測図（縮尺1／60）
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S EO7　土層名称
1・黄灰色砂
2．時黄色砂、灰黒色土を少し含む　－ヽL
3・黒色土と責灰色砂の混合土
4・黒色粘質土
5・灰黒色粘質土に黄色砂を含む
6．黒灰色粘質土と暗黄灰色砂の互層
7．黒灰色粘質土
8．黒色土

、－⊥＿

SEO7（SX2060）

L＝3．451m

S Ell　土層名称
1・黒色粘質土
2．黒色砂質土
3・黄白色砂層
4・灰黒色砂質土に暗貴灰色砂を含む
5．時灰褐色砂質土
6．時灰褐色砂層
7・黄白砂に灰黒色土のブロックを含む
8．7より黄白色土が多い
9．黄白砂と灰黒色土の混合土
10．5と同じ層
11．5と黄白色砂の互層
12．黒色土

SEO9（SX2151）

S EO9　土層名称
1．灰白色砂
2．黄灰色砂
3・灰色砂
4・黒色粘質土と灰色砂の混合土
5．時黄灰色砂
6・暗黄灰色砂と黒色土混合土
7・2に黒色土の小ブロック含む

SE10　土層名称
1・黄白色砂に灰色土の混合土
2．黄白色砂に茶褐色土の混合土
3・黒灰色粘質土
4・黄灰白色土
5．灰色土と黄白色土の互層

SE10（SX3009A）

1m

SE11（SX3009B）

Fig・6　井戸SEO7・09～11実測図（縮尺1／60）
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L＝2・661m

S EO8　土層名称
1・灰里色砂質土
2．時灰色砂質土
3・灰色砂質層
4・灰褐色砂層やや粗い砂

SEO8（SX2061）

SE14（SX3018．SX3022）

」＝2．561m

SE12（SX3014）

L＝3．917m

SE15（SX3020B・3019）

SE16（SX3026）

SE13（SX3017）

S E12　土層名称
1・黄白色砂層
2．黒灰色砂質土
3・黄褐色砂
4．黒灰色土

SE13　土層名称
1・白色砂層
2．時茶色微砂層
3・明黄色微砂層
4・灰白色微砂質土
5・暗茶灰色砂質土
6．黒色粘質土、炭化物を含む
7．時灰褐色粘質土
8．黒灰色粘質土
9．8より赤味を帯びる

0　　　　　　　　　　　　　　1m
し一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　！

Fi917　井戸SEO8・12－17実測図（縮尺1／60）

－　9　－

SE17（SX3027）



SX3006

SX3020A

L＝3．561m

し＝3．361m

Fig．8　土壌SX3006．3007B・．3011．3013．3020A　実測図（縮尺1／40）
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－■一一一

L＝2．961m

SK3005

0　　　　　　　　　　　50cm
1－－．　　　　　　　1－　　　　　－－－　2

SK2022

L＝3・361m

葺＝二重
SK2021

SK3012

亘＝ゝ
SK2028

Fig．9　土壌SK2020－2022・2026．2028・2032・3005．3012　実測図（縮尺1／40）
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W

調査区北壁土層名称
1．時黒褐色粘質土
2・灰色砂質土
3．時灰色粘質土
4．3より鉄分多い
5．時茶灰色砂質土
6・黒褐色粘質土
7．暗灰褐色砂質土
8．7に明茶色微砂混入
9．時茶色微砂
10．白黄色粗砂
11・2に茶褐色砂混入
12・暗灰色砂質土（炭化物を含む）

S

29．黒灰色粘質土
30．暗黒灰色砂質土

16．暗黒灰褐色粘質土　　　　31．明黄色砂層に黒灰白色砂混入

17．明黄色砂質土に黒色粘質土混入…芸：芸芸諾警
18・明灰褐色砂質土　　　　　　　01＿土山＿＿．

34．時黄色砂
35・21に暗褐色砂質土混入
36．時茶褐色砂質土
37．時茶色微砂
38．灰黒褐色粘質土
39・黒灰褐色粘質土
40．暗黄茶灰色砂質土
41・暗茶色微砂に黄白色微砂混入

L＝＝3．161m

14．時灰色黒色粘質土
15．暗黒灰色粘質土

19・明黄灰色微砂
21．黒色粘質土
22・暗黒褐色粘質土
23．時茶灰色粘質土
24．明茶灰色砂質土に黒色土混入
25・暗黒褐砂質土
27・灰白色微砂
28．黒褐色砂質土

SD2001土層名称
1．黒色粘質土、砂粒多い

L＝3・657m

L＝2・657m

L＝1・657m

2．黒灰色粘質土、砂粒多い
3．時茶褐色砂質土、黒色土多い
4・3に鉄分沈殿、茶褐色
5．時灰色砂質土、黄褐色砂を多く含む
6・暗茶褐色砂に黒色土を少し含む
7．時茶褐色粘質土、黒色土多い
8．暗灰褐色砂質土、灰色強い
9・黄白色砂に黒褐色土のブロックを含む
10．3に黄白色砂のブロックを少し含む
11・8の層に鉄分マンガンが多く沈澱
12．黒褐色粘質土
13．黒色粘質土、ヘドロ状
14・暗灰色砂、黒色土ブロックを少し含む

Ni2：票号裟豊富まブロックを含む
17．黒灰色粘質土、焼土多く含む
18．時灰黄色砂質土
19．黒褐色土に黄白色砂を含む
20．黒褐色土の小ブロックと貴白砂の混合土
21・暗黄白色砂に黒色土を少し含む
22．黒色粘質土、ヘドロ状
23．黄褐色砂層に、黒色土のヘドロの薄い層を含む

4m

Fig．10　調査区北側壁面及び溝SD2001土層図（縮尺1／80）

木桶に用いられた板材は18－20枚を数える。SEOlに用いられた板材の厚さは1．3cm、板幅は7

－12cmを測る。

SEOlの井筒下位から鎮めの祭祀土器が出土した。これらは土師器小皿、杯、白磁皿2、鉄

製刀子1、曲物の底板である。

土壌（SK）は切り合い関係のため不整長方形、又は円形を呈している。断面形は逆梯形又

は摺鉢状を呈し、最大規模は長さ212cm、最小の規模は長さ83cmを測る。遺物は糸切り底の土師器

を中心に白磁・青磁が出土する。SK3014は掘り方規模から井戸であろう。

その他の遺構（SX）は井戸、又は土壌になると思われるが、規模が不明である。SX2155．

2068はSE05と切り合い関係にあって平面形が不整形を呈し、SX2129の最大長約240cmを測る。

SX3002・3003・3013は近世遺構に切られている。SX3013は平面形が不整円形を呈しており、

最大の深さ80・5cmを測る。断面形は摺鉢状を呈し、糸切り底土師器の杯が多数出土した。
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SEOl（SX2157）

」＝∠ク、

＝＝∃＝。二。＝ク3
l　　　　　　　◎

SEO2（SX2156）
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－

≡一一一戸。ク

＼＼モ真稚

三三雪．
◎

’＼＼ヒ長だ

’＼∈∃二戎

0

田　17

10cm
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Fig．11井戸SEOl．02出土遺物実測図（縮尺1／3）
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SEO3

一三一一一

1　　　i

■．

一言

l i　　　　　／　　24

苧霞琵琶露
27

SEO5（SX2126）

≒；＝雪。二一一二二　‾

0　　　　　　　　　　　　10m
1　　　　－

Fig・12　井戸SEO3－05出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fi9．13　井戸SEO5出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．14　井戸SEO5出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．15　井戸SEO5出土遺物実測図（縮尺1／3）
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SEO5（SX2126井筒）

田
l

72

SEO6（SX2133）　　　▲

∈≡∃三三ク76

撃撃撃
SEO7（SX2060）

．，．

．1－，．；一一．－‥書3，轟．・

0　　　　　10cm◇
ト－一一一－－－－－　　　」

Fig・16　井戸SEO5－07出土遺物実測図（縮尺1／3）
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SEO7（SX2060）

SEO8（SX2061）

l‾－‾字義芋－
0　　　　　　　　　　　　　　　10cm
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」

Fig．17　井戸SEO7．08出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．18　井戸SEO9・10出土遺物実測図（縮尺1／3）
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SE10（SX3009）

＼

SE10（井筒）

SE11（SX3009第2井筒）

’∈∃∈三プ．一

＼

月

＼ゝ∃芸才
口141

芦一一一一一一一一／

、∴．一第

！二1
SE12（SX3014）

Fig．19　井戸SEl0－12出土遺物実測図（縮尺1／3）

－21－



∈＝』召5．

古一二一プ
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SE14（SX3018）

．．．－＼．1

－　　－’渾葛

三三二一52
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0‥一一一一一一一一一一一一」鮎㎡　出雲

L　　　　　　　　　　　　　　　●・

三一一一一三

－．－

Fig・20　井戸SE13．14出土遺物実測図（縮尺1／3）

SXl127は平面形が方形を呈しており、江戸時代初頭の遺構であるO SX2157・2158・3020A・

SK3010は掘り方規模から井戸と思われるO

溝（SD）は3条検出したが、中酎こ属しているのはSD2001であるO　この溝は主軸方位を南

西から北東方向に置くもので、調査区の北西側に位置する。溝の最大幅は約7m、現存長14m、

最大の深さ138cmを測る。溝の断面形は緩やかな逆梯形を呈する。出土遺物には土師器（糸切

り底）、白磁皿・碗、岡安窯系青磁皿・碗、青白磁合子、中国舶載陶器、土師器甕・甑、土師
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SE17（SX3027井筒）

183

184

10cm

⊂＝：二二ク

185

SE18（SK3010井筒）
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Fig．21井戸SE15・17・18出土遺物実測図（縮尺1／3）
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SE18（SK3010）
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Fig・22　井戸SE18　出土遺物実測図（縮尺1／3）
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SE18（SK3010）

Fig．23　井戸SE18　出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig・24　SXl128．2129．2152－2155　出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．25　SX3005・3011～3013出土遺物実測図（縮尺1／3）
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SX3013
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Fig．26　SX3013．3020．3021・3024出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．27　土壌SK2020－2024出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．28　土壌SK2025～2028出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．29　土壌SK2028～2030出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．30　土壌SK2031．2032・2035・3001・3002出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig・31土壌SK3005出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．32　土壌SK3006．3009・3012・3015出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig133　溝SD2001（上・中層）出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig・34　溝SD2001は・中層）出土遺物実測図（縮尺1／3）
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SD2001（上・中層）
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Fig135　溝SD2001（上・中層）出土遺物実測図（縮尺1／3）
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SD2001（上．中層）

ィ一軒軌一一．i三

／　　　　462

◇

O
J一一．一一一一一一一一　一一一一一一一一一10cm

Fig．36　溝SD2001（上．中層）出土遺物実測図（縮尺1／3）
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満SD2001（上～下層）
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Fig．37　溝SD2001（上～下層）出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig・38　Pit及び包含層他出土遺物実測図（縮尺1／3）
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2面下包含層
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Fig．39　2両下包含層出土遺物実測図（縮尺1／3）

励
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質土器鍋、須恵質土器鉢、瓦質土器摺鉢・火合、陶器摺鉢、焼塩壷、滑石製石鍋、土錘などが

あるO

（2）出土遺物

中世遺物の主体となるのは糸切りの土師器である。井戸SEOl（SX2157）の杯は糸切りで、

皿はヘラ切りと糸切りの両者がある。白磁皿・碗を主体とする。SE03は白磁碗を主体とし、

瓦器碗、須恵質土器鉢が出土、SE05の掘り方出土の土師器は糸切りが主体となるが、板目痕

のあるものは少ない。鏑蓮弁文の青磁碗、外面に刷毛目を施した龍泉窯系碗や内底に日展のあ

る青磁碗、高麗の須恵質土器、中国製の盤などが出土した。SEO6（SX133）、SEO7（SX2060）

出土の土師器小皿はいずれも板目痕をもち、青磁は岡安窯系である。墨書土器が1点ある。

SEO8（SX2061）の遺物は坑底の玉石内、又は上面から出土したが、須恵器の杯・杯蓋・甕・

高杯、土師器甕・甑・焼塩壷がある。8世紀中頃～後半の時期である。SElO・11（SX3009）

の掘り方出土の土師器は糸切り底で、青磁は龍泉窯系、岡安窯系がある。井筒内の青磁は龍泉

窯系碗である。128は薄手の陶器で、外面に濃緑色釉をかける。香炉と思われる。132は瓦質土

器の摺鉢で、内面の下し目は斜格子状を呈している0118・119は墨書土器であるOSE12（SX3014）

出土の146は青磁碗で、外底に花押を施す。SE13（SX3017）出土の153はヘソ皿で幾内からの

搬入品である。土師器は糸切りであるが、板目痕は少ない。156は外底に墨書を有している。

SE14（SX3018）出土のの白磁碗の外底には「王力個」の墨書がある。SE15（SX3019）出土の
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土師器は糸切りで、白磁碗を主体とする。同じくSE17（SX3027）の遺物も白磁を主体とし、

糸切りの土師器が出土。SE18（SK3010）からは龍泉窯系青磁碗．皿が出土し、陶器の控鉢．盤・

甕など大形品が多い。SX1128出土の210の外底には「十」の墨書がある。SXl129の211は天日碗、

SX2152の216は小皿Cである。SXl127は17世紀の前半の遺物を主体としており、備前焼摺鉢Ⅵ

耕、サ唐津焼甕、瓦質香炉がある。SX3013からは糸切りの土師器杯が出土し、口径11～13cmと

口径16～17cmの2つのグループに分けられる。SX3021からは古唐津の皿が出土し、小皿bが

共伴する。SK2021出土の須恵質土器鉢は魚住窯系で、13世紀後半の所産である。SK2028は糸

切りの土師器を主体とするが、外底に板目痕はない。SK3005出土の361は須恵質土器の鉢であ

るが、口端部が丸味をもつ。SK3012からは唐津焼甕が出土している。SD2001の上．中層から

は8世紀代の須恵器杯・蓋の他、土師器皿．杯が出土する。土師器は糸切りで、板目痕はないO

青磁は岡安窯を主体として、龍泉窯系ではⅠ－6aの碗や皿がある0434・437・440の白磁碗・

皿の外底には墨書がある。458は土師質土器の鍋で、畿内産である。460．461は魚住窯系の鉢、

462～464は瓦質摺鉢である。第2面下包含層から出土した土師器は全て糸切りである。皿の口

径は8cm前後、杯の口径は11～12cmと16cmの2種類がある。

第3章　まとめ
当該調査地点の南側には第27次調査が実施されており、ここでは古墳時代の前方後円墳、配

石基、小石室の他、12－16世紀までの遺構．遺物を検出した。当該地でも古墳時代の遺構の存

在を予想したが、結果的には円筒埴輪片を検出したにすぎない。近世遺構については紙面の関

係上割愛した。中世遺構は井戸を中心として、土壌、井戸があるが、これらの時期は11世紀後

半から14世紀後半代に納まるようである。井戸の時期は12世紀前半から14世紀中頃までの幅を

もち、特に12世紀代に集中する。14世紀の遺構は溝SD2001と切り合い関係がなく、又、井戸、

土壌は溝の南東側に分布し、その時期は前半～後半までの幅がある。溝の遺物は14世紀代と考

えられるところから、井戸・土壌とは同時性を示すもので、これらは溝を中心とした遺構群と

考えられる。第2両下包含層の遺物の内、土師器は14世紀前半を示しており、これらの遺構群

が構築されるに当たっては整地が行われていたことを示している。今回の調査では明代の染付

等が出土しておらず15世紀代以降の遺構は存在していない。又、遺物の内、龍泉窯系の青磁は

12－14世紀代の碗が出土しているが、Ⅲ類に属する碗は出土していないのが特徴である。
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Tab・1博多66次調査遺構一覧表（中世）

遺 構 名 旧 遺 構 名 種　 類
規　　 模 （cm ）

出　　　 土　　　 遺　　　 物 時　 期 備　 考
長　 さ 幅 深

S E O l S X 2 1 57
素 樋 り

井 戸

2 82

井 筒7 0
18 5 ＋α 25 6

中 国 青磁 （碗 ）， 中 国 白磁 （碗 ）

〈井 筒〉土師 器 （皿 ・杯 ），土 師質 土器 慨 塩 壷 ）．須恵 器 （杯），瓦 質土 器 （杯 ）．中 国青磁 （皿 ・
碗 ・瓶）， 白磁 （小 鉢 ．碗 ）．瓦 （丸 瓦），石 製品 （滑 石製 石鍋 ）・ 鉄 製品 （釘 ．刃 子）

12 0 前 中 頃 S E 02 に 切 られ る

SE O 2 S X 2 1 56 井戸 4 23
井 筒6 5

19 7 ＋ α 24 1

土 師 器 （皿 ・杯 ．壷 ）．須 恵 器 （壷 ．甕 ），中 国 青 磁 （皿 ）． 白磁 （碗 ）， 中 国陶 器 （盤 ），

革 製 品片 ， 鉄 棒
く井 筒 〉土 師器 （皿 ．壷 ），須 恵 器 （甕 ）． 瓦 貨 土 器 （甕 ）， 中国 陶 器 （鉢 ）． 瓦 （丸 瓦 ）

12 C 中

SE O 3 〃 － － －
土 師 器 （皿 ．杯 ．甕 ）． 須 恵 器 （皿 ）， 須 恵 質 土 器 （捏 鉢 ）， 瓦 質 土 器 （碗 ）， 中 国 青 磁

（皿 ．碗 ）白磁 （皿 ・碗 ）． 中国 陶 器 （捏 鉢 ）， 石 製 品 （滑 石 製 石 鍋 ） 12 0 初一 前 平 面 実 測 不 可

SE 0 4 〃 － － －
土 師 器 （皿 ・杯 ），須恵 器 （皿 ．杯 ・蓋 ・甕 ），中国 青 磁 （皿 ．碗 ．瓶 ），白 磁 （皿 ・碗 ）

中 国 陶 器 （腕 ．鉢 ・瓶 ）．瓦 （丸 瓦 ）， 石 製 品 （滑 石 製 石 鍋 ）
12 0 初～ 前 平 面 実 測 不 可

SE O 5 S X 1 26
素 掘 り 2 54 18 4 十 α 10 3

土 師 器 （皿 ．杯 ・壷 ）， 土 師 質 土 器 （董 ）， 須 恵 器 （杯 ．蓋 ・甕 ）， 瓦 器 （碗 ）， 瓦 質 土

器 （鉢 ），中 国青 磁 （皿 ．椀 ．壷 ．水 注 ．鉢 ．蓋 ），白磁 （皿 ．碗 ）・中 国 陶器 （甕 ．盤 ．
捏 鉢 ）， 高 麗 青 磁 片 ， 瓦 （丸 瓦 ）， 石 製 品 （滑 石 製 石鍋 ）， 鉄 製 品 （釘 ）， 育 鋼 製 品 片 14 C 一 中

井 戸 井 筒8 5 l古 銭

〈井 筒 〉土 師 器 （皿 ・杯）， 須 恵 器 （杯 ．甕 ）， 中 国青 磁 （皿 ．碗 ）， 白 磁 （碗 ）， 中 国 陶
器 （鉢 ・控 鉢 ）， 瓦 （丸 瓦 ）， 鉄 津

SE 0 6
S X 13 3

S P 2 1 72 〃
192

井 筒8 5
1 13 ＋ α 14 0

土 師 器 （皿 ）， 中国 青 磁 （皿 ．碗 ）， 白磁 （碗 ）， 緑釉 （碗 ）

く井 筒 〉土 師 器 （皿 ）， 須 恵 器 （杯 ．壷 ．甕 ）， 中 国青 磁 （皿 ・碗 ）， 白 磁 （碗 ）， 中 国 陶
器 （鉢 ．水 注 ）， 瓦 （丸 瓦 ）

13 0 中 S E 05 に 切 られ る

SE O 7 S X 2 0 60 〃
3 36

井 筒6 8
3 04 16 9

土 師 器 （皿 ・杯 ），土 師 質 土 器 （鍋 ・焼 塩 壷 ），須 恵 器 （杯 ．蓋 ．甕 ）， 瓦 質土 器 （鉢 ・

壷 ）， 中 国 青 磁 （皿 ・碗 ．合 子 ），．白 磁 （碗 ）， 中 国 陶 器 （盤 ）， 瓦 （丸 瓦 ），滑 石 片 ，

緒 羽 田， 鉄 棒 ， 鉄 製 品 （釘 ）， 古 銭 ， 木 炭

く井 筒 〉土 師 器 （皿 ），須 恵 器 （甕 ），瓦 質土 器 （杯鉢 ）， 中 国青 磁 （皿 ．碗 ）・ 白磁 （碗 ），
中 国 陶器 （盤 ）， 瓦 （丸 瓦 ），鉄 製 品 （釘 ）， 鉄 津 ， 育 銅 製 品

13 C

SE O 8 S X 2 0 6 1 〃
2 20 15 6 ＋ α 7 4

土 師 器 （皿 ），土 師 質 土 器 （甕 ．甑 ・焼 塩 壷 ），須 恵 器 （杯 ．蓋 ・甕 ）， 瓦 貨 土器 （鉢 ），

中 国青 磁 片 ， 瓦 （丸 瓦 ）， 鉄 製 品 （釘 ）
8 0 中～ 後井 筒 50 〈井 筒 〉土 師 器 （壷 ）， 土 師 質 土 器 （焼 塩 壷 ）， 須 恵 器 （杯 ．蓋 ．甕 ）， 瓦 貨 土 器 片 ， 中

国 青 磁 （皿 ），滑 石 片

SE O 9 S X 21 5 1 〃
4 08

井 筒6 8
3 51 17 3 ＋α

土 師 器 （皿 ．杯 ．壷 ）．須恵 器 （杯 ．蓋 ・甕 ），瓦 質土 器 （碗 ），中 国 青 磁 （皿 一腕 ．壷 ），

白 磁 （皿 ．碗 ）， 鉄 製 品 （釘 ）

く井 筒 〉土 師器 （皿 ．杯 ）， 須恵 器 （杯 ．甕）， 中 国 青 磁 （皿 ．碗 ）， 古 銭
12 0 前 境 界 地 にあ る

SE lO
S K 30 04

〃
3 07

2 84 1 28
土師器 （皿 ．杯 ）．土 師質土 器 （摺鉢 ・焼塩壷），須恵器 （恥 ，瓦 質土器 （摺 鉢 ．火舎 ）．中国青磁

12 0 後
S E l l と

S X 30 09 A 井 筒 57 （皿 ．腕 ．香炉）白磁 （皿 ・碗 ．猪 口），中国陶 器 （鉢）， 滑石片，鉄 製品 （釘 ），古銭 遺 物 区別 な し

SE ll SX 3 009 －B 〃
3 03

2 84 1 28
〈井 筒〉土 師 器 （皿 ．杯），須 恵 器 （杯 ．一甕 ）， 瓦 質土 器 （杯） 中国 青 磁 （皿 ．碗 ・蓋） 白

12 0 初～ 前井 筒 72 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l磁 （皿 ．碗）， 中国 陶器 （水注 ．盤 ．捏 鉢），瓦 （丸 瓦），鉄 製品 （釘 ）， 古銭

S E 12 S X 30 14 〃
196

井 筒 54
18－9 9 2 十α

土 師 器 （皿 ・鉢 ）， 須 恵 器 （蓋 ・壷 ．甕）， 瓦 質 土 器 （杯 ．鉢 ）， 中国 青 磁 （碗 ）， 白 磁

（皿 ．碗 ），－　中 国 陶 器 （盤 ．瓶 ）， 瓦 （丸 瓦 ）

〈井 筒 〉土 師 器 （皿 ・壷 ），須恵 器 （杯 ），中 国 青 磁 （碗 ．合 子 ），白磁 （碗 ），鉄 製 品 （釘 ）
12 C 後 境 界 地 にあ る

S E 13 S X 30 1 7 〃
27 5 2 22 ＋ α 148

土 師 器 （皿 ・杯 ）， 須 恵 器 （杯 ．鉢 ）， 瓦 質 土 器 （鉢 ）， 中 国 青磁 （皿 ．碗 ）， 白磁 （碗 ）－，1

中 国 陶 器 （鉢 ・壷 ．盤 ）， 瓦 （九 瓦 ．瓦 博 ）， 鉄 製 品 （釘 ）， 青 銅 製 品 （煙 管 火 口 部 ）
1 4 0 前 後 境 界 地 に あ る井 筒 70 〈井 筒 〉土 師 器 （皿 ．杯 ），須 恵 器 （杯 ．蓋 ．甕 ），瓦 質 土 器 （鉢 ），中 国 青 磁 （皿 ．碗 ）－，

白磁 （碗 ）， 中 国 陶 器 （鉢 ．甕 ）， 鉄 製品 （釘 ）

S E 14
SX 30 1 8

〃
19 2 122 ＋ α 2 0 1

土 師 器 （皿 ．杯 ）， 須恵 器 （杯 ・甕 ）， 瓦質 土 器 （杯），中 国青 磁 （皿 ．碗 ・瓶）， 白磁 （皿 ．
碗 ）， 中国 陶器 （鉢 ．盤 ．捏 鉢）， 石 製品 （滑 石製 石鍋 ．石 臼 ）， 瓦 （丸 瓦 ），鉄 製品 （釘 ）1 境 界 地 に あ る

SX 30 2 2 井 筒 〈井 筒〉土 師 器 （皿 ．壷 ）， 須 恵 器 （皿 ）， 中国 青 磁 （皿 ・碗 ）， 青 白磁 （香 炉 ）， 中国 陶

器 （鉢 ．盤 ）， 石 製 品 （滑石 製石 鍋 ），鉄 製 品 （釘 ）
SE 16 に切 ら れ る

S E 15 SX 3 0 19
〃

16 2
井 筒 70 10 5 100

土 師器 （皿 ．甕 ）， 須 恵 器 （杯 ）， 中 国青 磁 （皿 ．碗 ・瓶 ）・ 白 磁 （皿 ．碗 ）， 中 国陶 器
（鉢 ・甕 ．盤 ．控 鉢 ） 石 製 ロ （滑 石 製 石 鍋 ） 瓦 （丸 瓦 ）

1 2 C 前

境 界 地 に あ る

SX 30 20B l　　　　 ロロ　　　　　　　　　　 l
〈井 筒 〉土 師 器 （皿 ）， 土 師 質 土 器 （焼 塩 壷 ），須 恵 器 （叫 ・蓋）， 互 質 土 器 （杯 ．碗 ）．
中国 青 磁 （皿 ．碗 ）， 白磁 （碗 ）， 中 国 陶 器 （鉢 ）， 瓦 （丸 瓦 ）， 石 製 品 （滑 石 製 石 鍋 ）

S E 17 に 切 ら れ る

S E 16 S X 3 02 6 〃
19 2 18 6十 α 128 ＋ α 土 師 器 （皿 ）， 須 恵 器 （甕 ）， 瓦 質 土 器 （杯 ）， 中 国 青 磁 （皿 ） 白 磁 （皿） 石 製 品 （滑

S E 15 に 切 られ る井 筒 5 6 l　　　　　　　　　　　　　　l石 製 石 鍋 ）

S E 1 7 S X 3 0 27 〃
18 2 18 0 ＋α 13 6

土 師器 （皿 ）， 中国 白磁 （碗 ）， 瓦 （丸瓦 ）
12 0 初 一前 境 界 地 に あ る井 筒 7 2 く井 筒 〉土 師 器 （皿 ・杯 ・壷 ）， 須 恵 器 （杯 ）， 中 国青 磁 （皿 ・碗 ）， 白磁 （皿 ）

S E 1 8 S K 3 0 10 〃
16 8 ＋α

5 3 ＋α 58 ＋ α

土 師 器 （皿 ），須 恵 器 （杯 ．甕）， 瓦 質土 器 （杯 ・鉢 ）， 中国 青 磁 （皿 ．碗 ）， 白磁 （碗 ），
中 国陶 器 （鉢 ・壷 ．甕 ．捏 鉢 ）， 石 製 品 （滑 石 製 石 鍋 ）

12 C 後 境 界 地 にあ る
華 筒 6 7 〈井 筒 〉土 師 器 （皿 ．杯 ）， 瓦 質 土 器 （鉢 ）， 中 国青 磁 （皿 ．碗 ・壷 ）， 白 磁 （皿 ．碗 ），

中 国陶 器 （控 鉢 ）

S K 20 20 土 拡 1 20 1 10 3 7 土 師 器 （皿 ．－壷 ）， 須 恵 器 （杯 ）， 中国 青 磁 （皿 ．碗 ）， 白磁 （碗 ）． 鉄 津 14 0 前 ～ 中 中 にp it を有 す る

SK 20 2 1 〃 1 1 03 1 01 3 7 ・
土 師 器 （皿 ．杯 ）， 須 恵 器 （杯 ）， 瓦 質 土 器 （鉢 ）， 中 国青 磁 （皿 ．碗 ）， 白磁 （碗 ）， 鉄
製 品 （釘 ） 12 C 前

SK 20 22 〃 1 55 6 8 4 7
土 師 器 （皿 ・杯 ．壷 ）， 土 師 質 土 器 （焼 塩 壷 ．器 台 ），須 恵 器 （杯 蓋 ．鉢 ）， 瓦 質 土 器

13 0 前 S P 13 37 に
（杯 ）， 中 国青 磁 （皿 ．碗 ）， 白磁 （碗 ）， 瓦 （九 瓦 ）， 鉄 製 品 （釘 ） 切 られ る

SK 20 25 S K 20 25 B 〃 1 15 1 00 84
土 師 器 （皿 ・杯 ・鍋 ）， 土 師 質 土 器 （甑 ）， 須 恵器 （杯 ．甕 ）， 瓦 質 土 器 （碗 ）， 中 国 青

磁 （皿 ．碗 ）， 白磁 （碗 ）， 耳 （九 瓦 ） 14 0 前

SK 20 26 〃 2 12 1 10 9 1
土 師 器 （皿 ．杯 ）， 須 恵 器 （杯 ．蓋 ），瓦 質 土 器 （碗 ）． 中国 青 磁 （碗 ）， 白 磁 （皿 ．碗 ）， S K 2 02 5 に
青 白磁 （壷 ）， 中国 陶 器 （鉢 ．盤 ・控鉢 ）， 瓦 （丸 瓦 ）， 青銅 製 品片 切 られ る

SK 20 28 S K 20 28 B 〃　′ 9 2 9 0 3 6
土 師 器 （叫 ．杯 ）， 土 師 箪 土 器 （焼 塩 壷 ．鍋 ）， 須 恵 器 （杯 ．蓋 ・甕 ）， 瓦 質土 器 （杯 ），

中 国青 磁 （皿 ・碗 ），－中 国陶 器 （鉢 ・水 注 ）， 瓦 （丸 瓦 ），鉄 製 品 （釘 ）． 青 銅 製 品

SK 20 32 〃 1 60 11 6 ＋α 6 3 －土 師器 （皿 ・杯 ．壷 ），須 恵 器 （杯 ）， 中 国 青 磁 （碗 ）， 白磁 （皿 ．碗 ） S E O7　S K 2 0 33 に
切 られ る

SK 300 5 〃 1 13 10 6 80
土師 器 （皿 ・杯 ）， 須 恵器 （杯 ．蓋），瓦 質土 器 （碗 ・鉢 ）， 中 国青 磁 （皿 ．碗 ）， 白磁 （皿 ・
碗 ．ミニ チ ュア 杯）． 青白磁 （紅 血 ）， 中国 陶器 （鉢 ．瓶 ．捏 鉢 ）1 瓦 （丸 瓦 ），鉄 製 品 （釘 ） 12 0 前 一 後

SK 30 12
〃

83 十 α 90 十 α 3 1 ．5 土 師器 （皿 ）， 須 恵 器 （杯 ．蓋 ）， 瓦 質 土 器 （碗 ）， 中 国青 磁 （碗 ）

SX 30 11
〃

18 8 17 4 5 6 ．5 土 師器 （皿 ・杯 ・高杯 ），須 恵器 （杯 ・甕）・備前 （摺鉢）， 中国青磁 （碗）． 白磁 （合子）． 瓦（九瓦）

S X 3 0 13 〃 19 2 17 6 82
土 師器 （皿 ・杯 ．甕 ），須 恵 器 （杯 ・蓋 ．甕 ），瓦 貨 土 器 （杯 ），中 国 石磁 （皿 ．碗 ・壷 ）・

白磁 （碗 ）， 中 国 陶 器 （鉢 ．盤 ・捏 鉢 ） 14 0 中
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Fig・40　博多第66次調査出土貨銭①（縮尺1／1）
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Fig141博多第66次調査出土貨銭②（縮尺1／1）

Tab．2　博多第66次調査出土貨銭一覧表

貨 銭 名 時　 代 初　　 鋳　　 年 数 挿 図 －番 号

開　 元　 通　 賓 唐 62 1年　　　 （武徳 4 年） 3 1 ．　2 ．　3

宋　 元　 通　 賓 宋 960年　　　 （建隆元年） 1 4
皇　 宋－　通　 賓 北宋 103 9年　　 （宝元 2 年） 2 5 ． －6

至　 和　 元　 賓 北宋 10 54 ～5 5年 （至和元年） 1 7
壷　 和　 通　 －賓 北宋 10 54年　　 （至和元年） 1 8
元　 祓　 通　 賓 北宋 10 86年　　 （元祐元年） 3 9 ．10・11

紹　 力　聖 一元 賓 北宋 10 94年　　　 （紹聖元年） 1 12

崇　 寧　 重　 賢一 北宋 1102年　　 （崇寧 2 年） 1 15

大　 観　 通　 賓 北宋 1107年　　 （大観元年） 1 13

政　 和　 通　 一貫 北宋 1111年　　 （政和元年） 1 14

紹　 輿　 元　 賓 南宋 1131年 －　　 （紹輿－元年） 1 16

成 淳　 力　元 賓 南宋 12 65年　　 （成淳元年） 1 17

洪　 力　武　通 賓 明 13 68年　　 （洪武元年） 1 18 －

寛　 永　 通　 賓 江戸 16 36年　　 （寛永13年） 14 19～32

不　　　　　　 明 2 33．34

合　　　　　　 計 34

Tab．3　博多第66次調査　青銅製品一覧表

番号 種 類 ．形状 出 土 地 点 計　 測　 値 （単位cm ） 備　　　　　 考

1 棒状 S E O 7井筒 長 さ6・9、幅0 ・5－0 ・2 片端が平坦 に広が る

2 煙管 火 口部 S E 1 3－ 長さ6・1、火皿外径1．5・内径1・3・深さ0．9、吸口径0．9 完形

3 不明 S E 1 3 長 さ6・8、幅0 ．7－0 ・3 断面が Ⅴ字形

4 煙管 吸 口部 S K ll O3 長 さ（3 ・6）、羅宇接合部径0 ．9 両端欠損

5 煙管 吸 口部 〃 長 さ（3 ・3）、羅宇接合部径0 ・9－ 0．4 他に小片あり。長さ3．0、径0・6、羅宇現存

6 煙管 吸 口部 〃 長 さ（3 ・6）、羅字接合部径0 ．8 両端欠損

7 煙管 火一口部 〃 長 さ（2 ・5）、火皿外径1 ・6 ・内径1．3 ．深 さ1・0 接合部欠損

8 輪状 小片 S K 20 28 長 さ（1・3）、幅0・1 5

9 煙管 吸 口部 S X ll Ol 長 さ（5 ．1）、羅字接合部径0 ．9 －01・4

10 煙管 火 口部 〃 長 さ5．7、羅字接合部径 1．1、吸 口径0 ・7 火皿部欠損

1 1 不明 〃 木 をタガ状 に巻 いている

12 煙管 吸 口部 S X l lO2 長 さ5．6、擢字接合部径0 ．9～ 0 ・5

13 煙管 吸 口部 〃 長 さ5・6、羅宇接合部径0 ・9～ 0 ・4

14 煙管 吸 口郡 〃 長 さ（5．0）、羅宇接合部径 1・1～0 ・5 羅字 の一部露 出

15 煙管 吸 口部 〃 長 さ（4 ・5）、羅宇接合部径0 ．9 ～0 ・5

16 煙管 吸 口部 〃 長 さ（1一9）、羅宇接合部径0 ．9、吸 口径0 ．5 両端欠損

17 煙管 火 口部 〃 長さ（1・1）、火皿外径1・55 ．内径1．3 ．深さ（1．1） 火皿部 のみ
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番号 種類 ．形状 出 土 地 点 計　 測　 値 （単位cm ） 彿　　　 考

18 煙蜜火 口部 SX llO 2 長さ（0・4）、火皿外径1・7 ・内径1・3 ．深 さ（0．4） 火皿部 のみ

19 輪 〃 径4 ．0、厚0．5 完全 な円形

20 輪 〃 径2 ．8、厚0．4 一部欠損

21 煙管火 口部 SX l lO4 長さ5・5、火皿外径1・4・内径1・2 ．深さ0・7、接合部厚0・9 ほぼ完形　 接合部わずか に欠損

22 煙管 火 口部 〃 長 さ（3 ・1）、吸 口径 1．5 火皿部欠損

23 煙 管火 口部 〃 長 さ11 ．7、羅宇接合部径0 ．5、吸 口径0 ．15

2 4 煙 管火 口部 〃 長 さ2・0、羅宇接 合部径1．0、－吸口径0・5

2 5 煙管吸 口部 SX ll0 5 長 さ（5 ・4）、羅字接合部径0 ．9 片端欠損

26 煙管吸 口部 〃 長 さ（3 ・8）、羅宇接合部径1 ．2～0．5 片端欠損

27 煙管吸 口部 〃 長 さ（3・8）、羅字接合部径 1．0 潰 れている、両端欠損

28 輪状 － 〃 長 さ11．3、厚0 ．3

29 輪状 〃 長 さ2 ・2、内径1 ．1、厚0・3 径0 ．3の穴、 中空

30 不 明 〃 長 さ2 ．3、幅0 ・9、厚0．7 径 1・1の紐状付 ．，

31 煙管 か SX l．106 長 さ（1 ．7）、羅字接合 部径 0．9

3 2 鈴 〃 長 さ（2 ・8） 上半分　 潰れて いる

33 不明 〃 径3．9、厚0 ・05 円盤状

34 不明 ．〃 長 さ（5 ．0）、幅1．0、厚0 ．05 剥片　 他 にも破片 あ り

35 不明 〃 長 さ（5．5）、幅3．6、厚0 ．05、吸 口径0・05 剥片　 他 にも破片 あ、り

36 飾 り板 か 〃 長 さ（3・8）、厚0．9 半円形　 2 硯接合

37 蝶つが いか 〃 長 さ（1・8）、厚1．1 縦半分欠損

38 煙管吸 口部 SX llO 9 長 さ（3．8）、羅字接合部径0 ・9～0．5 青銅部分 の一 部はげる

39 針金 か 〃 長 さ（3．5）、厚0．2 針金状

40 煙管吸 口部 SX ll l0 長 さ7 ．0、羅宇接合部径1 ・0一0・5 完形 品

41 煙管吸 口部 〃 長 さ （5・2）、羅字接合部径0 ．9 ～0 ・5 青銅部 の縦 半分欠損

42 輪 〃 長 さ3 ・3、厚0．3

4 3 煙管火 口部 SX l l12 長さ（5．5）、羅宇痩合部径1．4 ・1．2 ・0．9、吸口径0．9 火皿部 の半分欠損

44 煙管 火 口部 〃 長 さ6 ・1、羅宇接合部径 1・3一0 ・8 火皿部が欠損　 飾 りがつ －く

45 棒状 〃 罠 さ12 ・9、厚0．3～0 ・1

4 6 棒状 ？ SX l l13 長 さ8 ．8、厚0 ・3 先端部輪 になって いる

47 不 明 SX l l16 長 さ（4 ．5）、幅0 ・8、厚0 ．4 潰れて変形　 折 曲げ られてい る

48 煙 管火 口部 SX l l1 7 長 さ（4 ・5）、羅宇接 合部径1．0～0・7 火皿部欠損

49 煙管火 口一部 〃 羅字接 合部径1．7 ・1－4 ・0 ・8 火皿部のみ現存

50 不明 SX ll 17 長 さ（7 ・7）、厚0 ．4 L 字形　 頭が大 きい

51 管状 SX l12 7 長 さ1．8、厚1・1 － 中空

52 棒状 〃 長 さ8 ．5i 径0．2 他 に 2 片 あ り

53 不明 〃 長 さ（4・5）、幅2－・3、厚0・05 L 字状 に曲がる　 ノ

54 煙管吸 口 SX 21 28 長 さ4 ．9、羅字接合部径 1・0 片端 潰れてい る

55 不 明 SX l 13 1 長 さ5．3、幅1 ・0、厚0．2 L 字型

56 不 明 SX 30 0 1 長 さ1り・3、幅0・3 先端部が輪No．51 と同一器形

57 不 明 〃 長 さ（4 ・1）、幅0 ・－6、厚0 ．4

5 8 煙 管火 口部 SX 3 00 3 長さ6．2、羅字接合部径1・6・1．3 ・1．0、－吸口径0．9 完形潰れ ている

59 煙管火 口部 〃 羅字接合部径1・6 ・－1．4 ．－1．1 火皿部分 のみ

60 棒状 SX 3 00 5 長 さ3．0、幅0 ．3、厚0 ．1

61 輪状 SD O l上面 長 さ2 ・3、幅0．3

62 煙管吸 口部分 包含層 1 面 長 さ5 ．8、羅字接合部径1 ・0 －0・5 完形

63 煙管吸 口部分 包含層 1 両 羅宇接合部径 1．55 ．1・35 ・0．9 －火皿部 分のみ少 し潰 れて いる

64 不明 包含層 2 両 長 さ1．6、厚0 ．3 丸い底状

65 管状 表採 長 さ4 ．1、径1 ．55

66 不 明 不 明 長 さ （1 ．9）、幅0 ．6、厚0．4 潰 れてい る
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図

第1面　作業風景



PL．1

階

調査区西側第1面　全景（東から）

調査区西側第1－b面　全景（東から）



PL．2

調査区東側第1・2両の状態（南から）

調査区東側第1．2両完掘状態（南から）



PL・3

SXllO4（北から） SXllO4内の獣骨出土状態



PL．4

SKllO5（北から）

SKllO9（東から）

SXl125上面の礫群

SKllO8（南から）

SXll15（北から）

SXl127（東から）



PL・5

SXllO2・1113、井戸SEOl・02（東から）

井戸SEOl全景（西から）

井戸SEOl井筒内の祭祀遺物（西から）

井戸SEOl・02全景（北から）

井戸SEOl木桶の状態（西から）

井戸SEO2（西から）



PL・6

井戸SEO2井筒の状態（東から）

井戸SE05上部の遺物

井戸SEO5木桶の状態（北から）

井戸SEO5・06全景（東から）

井戸SEO5井筒状態（西から）

井戸SEO6全景（西南から）



PL・7

井戸SEO6木桶状態（南から）

井戸SEO7全景（東から）

井戸SEO7井筒の状態（北から）

井戸SEO9全景（東から）

井戸SEO9完堀状態（南から）

井戸SEO9井筒の状態（南から）



PL．8

井戸SEO8全景（北から）

井戸SEO8曲物跡（西から）

井戸SEO8断面の状態（東から）

井戸SElO全景（北から）

井戸SElO井筒状態（南から）

井戸SElO土層状態（西から）



PL．9

井戸SEll全景（北から）

井戸SE12井筒の状態（西から）

井戸SE13（東から）

井戸SEll井筒の状態（南から）

井戸SE12（西から）

井戸SE13井筒の状態（西から）



PL．10

井戸SE14・15．17全景（北から）

井戸SE14（北から）

SX3020A（東から）

井戸SE14．15・17全景（西から）

井戸SE17（南から）

SX3007B（東から）



PL．11

SK2025（西から）

SK2029（東から）

SK2030（東から）

SK2026（南から）

SK2061（東から）

SK2030上部の土師器（北から）



PL．12

SK3005（東から）

SX3011（東から）

SX3013（北から）

SX3002（西から）

SX3019（西から）

SX3013出土遺物（西から）



PL．13

溝SD2001北壁土層（南東から）

溝SDlOOl（北東から）

溝SDlOO2（東から）

溝SD2001ベルトの土層（東から）

溝SD2001内人骨の状態（南東から）

溝SDl002の遺物出土状態（西南から）



PL．14

188　　　　　　　　485

※数字は実測図の番号に一致する

521はSX3035出土



PL．15

※数字は実測図の番号と．．致する0

523はSX3017井筒、524はSX3037
525はSX2101、526はSX2112－B出土
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